
　 年に一大ブームとなった３Ｄプリン
ター。金属技研 東京都中野区、長谷川数
彦社長、 ）は同年、３Ｄプリ
ンターの中でも最上位に位置する金属積層
造形装置を神奈川工場（神奈川県海老名
市）のテクニカルセンターに２方式導入。
航空宇宙や医療をはじめとする先端産業で
の用途を想定し、研究開発を重ねている。
樹脂材料を使う３Ｄプリンターの普及が進
む一方、金属積層造形装置を保有する企業
は日本でもまだ少ない。しかも同社のよう
に複数台導入している例は極めてまれだ。
そこには「金属加工のリーディングカンパ
ニー」であり続けようとする同社の強い意
志が表れている。

金
属
積
層
造
形
装
置
２
方
式
導
入
Ｈ
Ｉ
Ｐ
事
業
と
シ
ナ
ジ
ー
効
果

年 月に追加導入したレーザー方式の装置

山
本
泰
弘
氏
技
術
本
部
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
次
長

航
空
宇
宙
関
連
の
部
品
軽
量
化
に
最
適

インタビュー
　
―
現
在
、
ど
ん
な
分
野
か
ら
の
引

き
合
い
が
多
い
で
す
か
。

　
「
試
作
開
発
や
研
究
開
発
関
係
が

メ
ー
ン
だ
が
、
そ
の
中
で
多
い
の
は

部
品
の
軽
量
化
に
関
す
る
案
件
だ
。

特
に
航
空
宇
宙
分
野
は
、
軽
量
化
が

必
要
な
部
品
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
積

層
造
形
技
術
は
ハ
ニ
カ
ム
構
造
の
よ

う
な
複
雑
な
造
形
品
に
も
対
応
で
き

る
。
薄
物
も
歪
み
が
な
く
、
板
金
物

も
溶
接
を
使
わ
ず
に
一
体
で
造
形
す

る
こ
と
が
可
能
な
の
で
、
複
雑
な
形

状
を
し
た
筐
体
や
配
管
な
ど
の
造
形

用
途
が
考
え
ら
れ
る
」

　
―
現
状
の
課
題
は
。

　
「
電
子
ビ
ー
ム
方
式
に
つ
い
て

は
、
細
か
な
部
分
に
残
る
不
要
な
粉

末
材
料
を
抜
く
技
術
や
表
面
処
理
技

術
を
さ
ら
に
高
め
る
必
要
が
あ
る
。

表
面
処
理
に
つ
い
て
は
精
密
鋳
造
と

同
等
の
レ
ベ
ル
を
目
指
す
。
例
え
ば

配
管
の
場
合
、
造
形
の
表
面
が
粗
い

と
ガ
ス
が
乱
流
す
る
原
因
と
な
っ
て

し
ま
う
。
こ
の
た
め
、
複
雑
形
状
を

し
た
配
管
の
内
部
も
磨
け
る
技
術
を

確
立
す
る
必
要
が
あ
る
。
レ
ー
ザ
ー

方
式
に
つ
い
て
は
、
薄
い
物
や
細
い

ピ
ン
状
の
物
を
歪
み
な
く
造
形
す
る

た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
構
築
す
る
必
要

が
あ
る
」

　
―
Ｈ
Ｉ
Ｐ
処
理
な
ど
の
既
存
技
術

を
後
工
程
で
活
用
で
き
る
の
は
大
き

な
強
み
で
す
ね
。

　
「
積
層
造
形
装
置
と
Ｈ
Ｉ
Ｐ
装
置

を
両
方
持
つ
の
は
、
世
界
的
に
見
て

も
お
そ
ら
く
当
社
だ
け
だ
ろ
う
。
Ｈ

Ｉ
Ｐ
処
理
を
施
す
こ
と
で
疲
労
強
度

が
大
幅
に
向
上
し
、
一
般
的
な
圧
延

材
と
同
等
に
な
る
こ
と
を
社
内
で
確

認
し
た
。
積
層
造
形
は
強
度
が
弱
い

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
が
ち
だ

が
、
一
般
材
と
同
等
と
い
う
こ
と
に

な
れ
ば
一
気
に
用
途
が
広
が
る
。
欧

米
で
は
す
で
に
人
工
骨
関
節
部
品
に

積
層
造
形
技
術
が
適
用
さ
れ
て
い
る

が
、
Ｈ
Ｉ
Ｐ
処
理
が
必
須
の
プ
ロ
セ

ス
に
な
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
」

３Ｄプリンターで差別化へ
金属加工の最先端を追求 金属技研

初
導
入
は
年
前

今
後
の
戦
略

曲
が
り
く
ね
っ
た
配
管
も
溶
接
な
し
で
造
形
可
能

複
雑
形
状
に
対
応

▲
仕
上
が
り
検
証
用
の
サ
ン
プ
ル
。
造
形
物
の
形
状
や

大
き
さ
、
傾
き
、
穴
の
径
な
ど
を
変
え
て
造
形
し
て
い
る

切削加工では不可能な３次元形状の穴も
積層造形技術であれば容易に造形できる。
冷却水や冷却空気関連への応用が期待される

　
「
大
量
生
産
対
応
の
モ
ノ
づ
く
り

が
海
外
に
シ
フ
ト
す
る
中
、
日
本
で

モ
ノ
づ
く
り
を
続
け
る
に
は
常
に
最

先
端
技
術
を
要
す
る
モ
ノ
づ
く
り
を

追
求
す
る
必
要
が
あ
る
。
金
属
積
層

造
形
装
置
は
そ
う
し
た
最
先
端
の
顧

客
ニ
ー
ズ
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
ア
ン
テ

ナ
役
に
な
る
」
―
上
田
取
締
役
は
こ

う
強
調
し
、
経
営
面
で
同
装
置
を
導

入
す
る
メ
リ
ッ
ト
を
説
明
す
る
。
ま

ず
は
重
工
業
や
産
業
機
械
関
連
な
ど

の
既
存
顧
客
に
技
術
を
提
案
。
航
空

宇
宙
や
医
療
な
ど
先
端
分
野
の
需
要

を
掘
り
起
こ
し
、
３
―
４
年
後
に
積

層
造
形
事
業
を
売
上
高
２
億
円
に
拡

大
す
る
。

　
ち
な
み
に
現
在
主
力
の
Ｈ
Ｉ
Ｐ
事

業
は

年
に
事
業
を
開
始
。
現
在
は

姫
路
工
場

兵
庫
県
姫
路
市

に
設

置
し
た
世
界
最
大
級
の
「
Ｇ
ｉ
ｇ
ａ

―
Ｈ
Ｉ
Ｐ

ギ
ガ
・
ヒ
ッ
プ

」
を

は
じ
め
、
国
内
７
工
場
の
う
ち
の
５

工
場
と
中
国
工
場
で
計

基
の
Ｈ
Ｉ

Ｐ
装
置
が
稼
働
す
る
。
処
理
能
力
は

国
内
首
位
、
世
界
第
２
位
を
誇
る
。

　
こ
の
Ｈ
Ｉ
Ｐ
事
業
と
同
様
の
発
展

を
積
層
造
形
事
業
に
期
待
す
る
。
上

田
取
締
役
は
「
積
層
造
形
装
置
の
進

歩
は
エ
ン
ド
レ
ス
。
常
に
技
術
の
追

い
か
け
っ
こ
に
な
り
そ
う
だ
」
と
指

摘
す
る
。
量
産
化
の
技
術
的
な
め
ど

が
立
っ
た
段
階
で
、
神
奈
川
以
外
の

拠
点
に
も
積
層
造
形
装
置
を
追
加
導

入
す
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
る
。
そ

の
場
合
、
神
奈
川
の
テ
ク
ニ
カ
ル
セ

ン
タ
ー
は
研
究
開
発
の
中
枢
拠
点
と

し
て
、
積
層
造
形
事
業
を
リ
ー
ド
す

る
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
今
後
、
日
本
で
も
金
属
積
層
造
形

装
置
の
普
及
が
加
速
し
よ
う
。
こ
れ

に
先
立
ち
金
属
技
研
は
Ｈ
Ｉ
Ｐ
処
理

を
は
じ
め
と
す
る
既
存
技
術
と
の
組

み
合
わ
せ
に
よ
り
一
層
差
別
化
を
進

展
さ
せ
、
積
層
造
形
技
術
の
多
様
な

可
能
性
を
顧
客
に
提
案
し
て
い
く
。

　
金
属
技
研
は
理
化
学
研
究
所
の
出

身
者
が
１
９
６
０
年
に
設
立
し
た
。

金
属
熱
処
理
技
術
で
ス
タ
ー
ト
し
、

現
在
は
高
温
・
高
圧
の
装
置
内
で
鋳

造
品
の
気
孔
除
去
や
粉
体
金
属
の
焼

結
、
拡
散
接
合
な
ど
を
行
う
熱
間
静

水
圧
プ
レ
ス

Ｈ
Ｉ
Ｐ

事
業
が
売

上
高
の
半
分
を
占
め
る
。

　
２
０
０
５
年
に
就
任
し
た
長
谷
川

社
長
は
「
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｍ
ｅ
ｔ
ａ
ｌ
　

ｓ
ｏ
ｌ
ｕ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
掲
げ
、
受
託
加
工
会
社
か
ら
メ

ー
カ
ー
へ
の
脱
皮
を
図
っ
た
。
現
在

は
加
速
器
関
連
機
器
や
核
融
合
炉
用

部
品
な
ど
の
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

手
掛
け
る
。
航
空
関
連
で
は
、
千
葉

工
場

千
葉
県
横
芝
光
町

が
エ
ン

ジ
ン
ケ
ー
ス
な
ど
の
大
物
を
担
当
。

ま
た
成
田
工
場

千
葉
県
成
田
市

は
米
プ
ラ
ッ
ト
・
ア
ン
ド
・
ホ
イ
ッ

ト
ニ
ー

Ｐ
＆
Ｗ

の
指
定
サ
ー
ビ

ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー

Ｄ
Ｓ
Ｐ

で
、

同
社
製
エ
ン
ジ
ン
「
Ｊ
Ｔ
８
Ｄ
」

部
品
の
保
守
・
点
検
業
務
を
行
っ
て

い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
金
属
加
工
の
最
先
端

を
常
に
歩
ん
で
き
た
金
属
技
研
。
実

は
金
属
積
層
造
形
装
置
の
導
入
は
今

回
が
初
め
て
で
は
な
く
、
話
は

年

前
に
さ
か
の
ぼ
る
。
当
時
、
粉
末
焼

結
の
分
野
で
は
、
最
終
製
品
に
近
い

形
状
に
加
工
す
る
「
ニ
ア
ネ
ッ
ト
シ

ェ
イ
プ
」
方
式
の
モ
ノ
づ
く
り
に
関

す
る
研
究
が
盛
ん
で
、
顧
客
か
ら
の

要
望
も
高
ま
っ
て
い
た
。
同
社
も
Ｈ

Ｉ
Ｐ
や
ホ
ッ
ト
プ
レ
ス

Ｈ
Ｐ

装

置
を
中
心
に
研
究
。
こ
の
研
究
過
程

で
積
層
造
形
技
術
に
着
目
。
実
際
に

積
層
造
形
装
置
を
導
入
し
、
研
究
を

進
め
る
こ
と
に
し
た
。

　
当
時
の
装
置
は
樹
脂
の
バ
イ
ン
ダ

ー
を
介
し
て
金
属
粉
末
材
料
を
固
着

す
る
方
式
で
、
金
属
粉
末
を
直
接
溶

か
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
方

式
で
は
造
形
後
の
密
度
が
低
く
、
焼

結
や
溶
浸
処
理
な
ど
で
高
密
度
化
す

る
必
要
が
あ
り
、
「
ち
ょ
っ
と
し
た

形
状
確
認
に
は
使
え
て
も
、
機
能
確

認
に
は
使
い
づ
ら
か
っ
た
」
と
、
技

術
本
部
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
の
山

本
泰
弘
次
長
は
振
り
返
る
。

　
そ
の
後
、
金
属
積
層
造
形
技
術
は

目
覚
ま
し
い
進
歩
を
遂
げ
、
金
属
粉

末
を
直
接
溶
か
し
て
１
０
０
％
に
限

り
な
く
近
い
相
対
密
度
で
の
造
形
が

可
能
に
な
っ
た
。
し
か
も
、
同
社
が

持
つ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
や
焼
結
、
接
合
、
加

工
、
熱
処
理
と
い
っ
た
既
存
技
術

が
、
積
層
造
形
後
の
後
工
程
と
う
ま

く
マ
ッ
チ
す
る
こ
と
も
判
明
し
た
。

そ
こ
で
、
積
層
造
形
技
術
へ
の
再
チ

ャ
レ
ン
ジ
を
決
め
、

年
５
月
、
神

奈
川
工
場
の
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

に
電
子
ビ
ー
ム
方
式
の
積
層
造
形
装

置
を
導
入
。
さ
ら
に
同
年

月
に
レ

ー
ザ
ー
方
式
の
積
層
造
形
装
置
を
追

加
導
入
し
た
。

　
電
子
ビ
ー
ム
方
式
の
装
置
は
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
ア
ー
カ
ム
社
製
。
真
空

中
で
電
子
ビ
ー
ム
を
使
っ
て
金
属
粉

末
を
溶
か
し
、
積
層
造
形
す
る
。
最

大
出
力
は
３
・
５

。
最
大
造
形

エ
リ
ア
は
幅
２
０
０

×
奥
行
き
２

０
０

×
高
さ
３
５
０

。
造
形

厚
さ
は
チ
タ
ン
合
金

Ｔ
ｉ
６
Ａ
ｌ

４
Ｖ

の
場
合
で

マ
イ
ク

ロ
は
１
０
０
万
分
の
１

。

　
追
加
導
入
し
た
レ
ー
ザ
ー
方
式
の

装
置
は
ド
イ
ツ
の
Ｅ
Ｏ
Ｓ
社
製
で
、

ア
ル
ゴ
ン
雰
囲
気
中
で
レ
ー
ザ
ー
に

よ
り
積
層
造
形
す
る
。
出
力
４
０
０

。
最
大
造
形
エ
リ
ア
は
幅
２
５
０

×
奥
行
き
２
５
０

×
高
さ
３
２

５

。
造
形
厚
さ
は
チ
タ
ン
合
金

Ｔ
ｉ
６
Ａ
ｌ
４
Ｖ

の
場
合
で

、
ま
た
は

、
イ
ン
コ
ネ

ル
７
１
８
の
場
合
で

。

　
両
装
置
と
も
、
従
来
の
加
工
方
法

で
は
製
作
困
難
な
一
体
型
部
品
、
高

強
度
で
軽
量
化
が
必
要
な
部
品
、
内

部
に
中
空
部
を
持
つ
複
雑
形
状
の
部

品
な
ど
の
造
形
に
対
応
す
る
。
従
来

の
粉
末
冶
金
は
型
の
製
作
に
時
間
と

技
術
を
要
し
た
が
、
積
層
造
形
は
３

次
元

３
Ｄ

の
設
計
デ
ー
タ
が
あ

れ
ば
型
は
不
要
で
、
多
品
種
生
産
に

向
く
。
生
産
性
が
課
題
と
し
て
指
摘

さ
れ
て
い
る
が
、
テ
ー
ブ
ル
に
載
る

範
囲
で
あ
れ
ば
複
数
部
品
の
同
時
造

形
が
可
能
。
電
子
ビ
ー
ム
式
の
場
合

は
高
さ
方
向
に
複
数
積
み
上
げ
て
造

形
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。

　
一
方
、
描
画
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
方

式
が
異
な
る
た
め
、
チ
ャ
ン
バ
ー
内

の
雰
囲
気
や
対
象
の
材
料
に
よ
り
メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が
生
じ
る
。

電
子
ビ
ー
ム
方
式
は
高
速
走
査
で
材

料
全
体
を
予
熱
す
る
た
め
、
造
形
物

の
残
留
応
力
が
少
な
く
な
り
、
熱
ひ

ず
み
が
起
き
に
く
い
。
真
空
中
で
造

形
す
る
た
め
材
料
粉
末
の
品
質
が
落

ち
ず
、
後
工
程
の
Ｈ
Ｉ
Ｐ
処
理
の
効

果
も
得
や
す
い
。
半
面
、
細
穴
部
分

な
ど
の
不
要
な
材
料
粉
末
が
抜
け
に

く
く
、
後
処
理
の
手
間
が
か
か
る
場

合
が
あ
る
。

　
そ
の
点
、
レ
ー
ザ
ー
方
式
は
細
穴

も
し
っ
か
り
貫
通
し
た
状
態
で
造
形

で
き
る
。
造
形
物
表
面
の
質
感
も
電

子
ビ
ー
ム
方
式
と
比
べ
て
滑
ら
か
に

な
る
。
た
だ
、
薄
い
部
分
や
細
い
ピ

ン
状
の
部
分
な
ど
は
残
留
応
力
に
よ

る
変
形
が
生
じ
や
す
い
。
「
両
方
式

の
長
所
と
短
所
を
踏
ま
え
た
上
で
、

顧
客
の
用
途
に
応
じ
た
最
適
な
造
形

技
術
を
提
案
し
て
い
き
た
い
」
と
上

田
実
取
締
役
技
術
本
部
長
は
話
す
。

　
両
方
式
と
も
造
形
物
に
Ｈ
Ｉ
Ｐ
処

理
を
施
し
、
さ
ら
に
高
密
度
化
す

る
。
電
子
ビ
ー
ム
方
式
、
レ
ー
ザ
ー

方
式
と
も
に
造
形
し
た
段
階
で
す
で

に
密
度
は

％
台
に
達
し
て
い
る

が
、
Ｈ
Ｉ
Ｐ
処
理
に
よ
り
限
り
な
く

１
０
０
％
に
近
づ
け
る
。
疲
労
強
度

が
Ｈ
Ｉ
Ｐ
処
理
前
と
比
べ
て
最
大
３

倍
程
度
に
高
ま
り
、
一
般
的
な
圧
延

材
と
同
等
に
な
る
。

　
Ｈ
Ｉ
Ｐ
処
理
以
外
に
も
、
同
社
の

既
存
技
術
が
後
工
程
で
効
果
を
発
揮

す
る
。
例
え
ば
造
形
中
の
熱
影
響
に

よ
る
応
力
除
去
や
機
械
特
性
改
善
に

は
、
造
形
後
に
熱
処
理
を
行
う
必
要

が
あ
る
。
同
社
は
真
空
炉
を
保
有
す

る
た
め
、
酸
化

着
色

さ
せ
る
こ

と
な
く
仕
上
げ
ら
れ
る
。
造
形
し
た

い
形
状
に
中
空
部
分
が
あ
る
場
合

は
、
上
層
部
分
の
垂
れ
下
が
り
を
防

ぐ
た
め
の
支
柱

サ
ポ
ー
ト

を
一

緒
に
造
形
し
、
造
形
後
に
サ
ポ
ー
ト

を
除
去
す
る
。
同
社
は
機
械
加
工
に

も
卓
越
し
た
技
術
・
設
備
を
有
す
る

た
め
、
精
度
良
く
仕
上
げ
る
こ
と
が

可
能
だ
。
さ
ら
に
ロ
ウ
付
け
や
拡
散

接
合
技
術
を
用
い
る
こ
と
で
、
積
層

造
形
し
た
複
雑
な
構
造
物
に
別
の
加

工
物
を
接
合
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

（ ） 【企画特集】 ２０１４年 平成２６年 ２月２７日 木曜日 　　


